
水田内雑草の多発は斑点米被害を招く！

水稲除草剤を適切に使用し、水田内雑草防除を徹底しましょう
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▲ノビエ

▲イヌホタルイ

斑点米カメムシのアカスジカスミカメは、ノビエやホタルイ等の雑草を好むため、
水田内でこれら雑草が多いと斑点米被害を招きます。
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▶ ▶水田内雑草が
多いと

カメムシ多発
！！

アカスジカスミカメ
が近年急増

斑点米多発



一発処理除草剤をもっと上手に使いましょう！
雑草の生育は、代かき後から
始まり、１０日程度で
ノビエ２葉期になります。

一発処理除草剤（一発剤）は、

が最も効果的です。
ただし、ラベルに記載された使用時期は必ず守って下さい。

「代かき日から10日以内の使用」

より効果的な使用のために
除草剤散布時は、田面の高いところでも水深5cmを確保する。

散布後７日間は、落水やかけ流しはしない。

ノビエ2葉期 ホタルイ3葉期
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